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ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
共
同
体
の
指
導
原
理
を

め
ぐ

つ
て
生
じ
た
階
級
的
思
想
的
対
立
の

中
か
ら
諸
党
派
が
結
成
さ
れ
た
。
聖
書
に

も
し
ば
し
ば
出
て
く
る
諸
党
派
を
少
し
詳

し
く
、
そ
の
主
張
と
た
ど

っ
た
歴
史
を
見

て
み
た
い
。

サ
ド
カ
イ
派

支
配
者
が
変
わ
る
た
び
に
、
共
同
体
の

指
導
階
級
は
再
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
際
に

最
も
問
題
と
な

っ
た
地
位
は
、　
エ
ル
サ
レ

ム
神
殿
の
大
祭
司
職
で
あ

っ
た
。　
ハ
ス
モ

ン
王
朝
の
成
立
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
地

方
祭
司
で
あ

っ
た

ハ
ス
モ
ン
家
が
大
祭
司

を
掌
握
し
た
。

ダ
ビ
デ
は
新
都

エ
ル
サ
レ
ム
に
官
廷
を

構
え
、
カ
ナ
ン
都
市
国
家
の
エ
ジ
プ
ト
型

組
織
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
高
度
に
発
達
し

た
行
政
組
織
を
整
え
た
。
そ
の
閣
僚
に
祭

司
職
が
あ
り
、
ツ
ァ
ド
ク
が
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
ツ
ァ
ド
ク
の
子
孫
で
あ
る
と
称
す
る

一
家
が
大
祭
司
職
を
世
襲
し
、
神
殿
を
中

心
と
す
る
神
政
共
同
体
の
寡
頭
政
治
体
制

の
担
い
手
で
あ

っ
た
。
サ
ド
カ
イ
派
は
こ

の
ツ
ア
ド
ク
家
の
祭
司
を
中
核
と
す
る
上

級
祭
司
と
貴
族
、
商
人
な
ど
富
裕
階
級
が
、

Ｂ
Ｃ
２
世
紀
初
頭
に
結
成
し
た
党
派
に
始

ま
る
。
こ
の
社
会
階
層
的
背
景
が
サ
ド
カ

イ
派
の
思
想
と
信
条
を
決
定
し
た
。
彼
ら

は
神
殿
の
犠
牲
祭
儀
を
最
も
重
要
な
宗
教

行
為
と
考
え
、
律
法
解
釈
に
つ
い
て
は
保

守
的
で
あ
り
、
常
に
権
力
志
向
的
で
あ

っ

た
。

「
モ
ー
セ
の
律
法
」
の
み
に
権
威
を

認
め
、
以
後
生
じ
た
変
化
に
応
じ
て
発
達

し
て
き
た

「
口
伝
律
法
」
の
拘
束
力
を
拒

否
し
た
。
律
法
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
し

か
信
じ
な
い
立
場
か
ら
、
彼
ら
は
天
使
や

悪
霊
の
存
在
、
霊
魂
の
不
滅
、
肉
体
の
復

活
な
ど
、
来
世
信
仰
を
否
定
し
、
ま
た
現

状
維
持
を
目
指
す
基
本
姿
勢
の
ゆ
え
に
、

終
末
の
到
来
を
期
待
す
る
黙
示
的
諸
宗
派

の
思
想
と
メ
シ
ア
待
望
に
対
し
て
冷
淡
で

あ

つ
た
。
共
同
体
内
の
自
分
た
ち
の
権
力

の
維
持
を
第

一
の
目
的
と
し
た
サ
ド
カ
イ

派
は
共
同
体
の
自
治
権
が
侵
害
さ
れ
な
い

限
り
、
外
国
人
支
配
者
と
妥
協
し
た
。
共

同
体
の
自
治
会
議

（サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
）
に

お
い
て
も
、
常
に
政
治
的
グ
ル
ー
プ
を
形

成
し
て
、
共
同
体
の
指
導
権
の
掌
握
に
努

め
た
が
、
宗
教
的
事
柄
に
関
し
て
は
、
民

衆
の
圧
倒
的
支
持
を
受
け
て
い
た
パ
リ
サ

イ
派
の
意
見
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
つ
た
。

ロ
ー
マ
人
支
配
者
に
対
し
て
、

本
来
サ
ド
カ
イ
派
は
協
調
的
で
、

ロ
ー
マ

人
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
そ
う
と
す
る
民

衆
を
宥
め
、
不
穏
な
動
き
を
自
己
規
整
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
当
局
と
の
摩
擦

を
極
力
避
け
た
。
し
か
し
大
反
乱
が
勃
発

し
、　
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
の
滅
亡
に
よ
つ
て

大
反
乱
が
終
結
す
る
と
、
サ
ド
カ
イ
派
は

消
滅
し
た
。

パ
リ
サ
イ

（
フ
ァ
リ
サ
イ
）
派

バ
ビ
ロ
ニ
ア
捕
囚
を
通
じ
て
、
神
殿
の
祭

儀
を
失

っ
た

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
民
衆
共
同
体

の
基
盤
を
律
法
（ト
ー
ラ
ー
）
に
求
め
た
。

こ
の
時
以
来
、
律
法
を
研
究
す
る
平
信
徒

の
権
威
は
祭
司
の
権
威
と
拮
抗
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
共
同
体
の
司
法
問
題
を
取
り

扱
い
、
会
堂

（シ
ナ
ゴ
ー
ク
）
に
お
い
て

口
伝
律
法
の
解
釈
と
発
展
に
た
ず
さ
わ
っ

た
パ
リ
サ
イ
派
の
律
法
学
者
た
ち
は
、
民

衆
の
間
に
大
き
な
権
威
と
影
響
力
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ウ
ロ
と
名
の
っ
て
い

た
青
年
時
代
の
聖
パ
ウ
ロ
も
、
パ
リ
サ
イ

派
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
イ
エ
ス
の
弟
子
達

を
激
し
く
迫
害
し
て
い
た
。
ダ
マ
ス
コ
で

幻
の
イ
エ
ス
に
出
会
っ
て
回
心
す
る
Ａ
Ｃ

３５
年
頃
ま
で
は
パ
リ
サ
イ
派
で
熱
心
に

律
法
を
学
び
、　
エ
ル
サ
レ
ム
で
民
衆
か
ら

尊
敬
さ
れ
て
い
た
律
法
学
者
ガ
マ
リ
エ
ル

に
師
事
し
て
律
法
学
者
を
目
指
し
て
い
た
。

ハ
ス
モ
ン
王
朝
の
領
土
拡
大
戦
争
と
ヘ

レ
ニ
ス
ト
的
強
大
な
王
権
の
確
立
に
対
し

て
、
パ
リ
サ
イ
派
は
批
判
的
に
な
っ
て

い
っ
た
。
彼
ら
が
特
に
我
慢
で
き
な
か
っ

た
の
は
、　
ハ
ス
モ
ン
家
の
王
が
世
俗
的
支

配
権
と
と
も
に
、
宗
教
的
権
威
を
掌
握
し

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヤ
ン
ナ
イ
王
が

死
に
、
妻
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
Ｂ
Ｃ
７６
年

に
女
王
の
位
に
つ
く
と
、
民
衆
の
真
の
指

導
者
で
あ
る
パ
リ
サ
イ
派
と
和
解
す
る
こ

と
は
、
国
内
に
平
和
を
確
立
す
る
た
め
に

絶
対
必
要
で
あ
る
と
考
え
、　
エ
ジ
プ
ト
に

追
放
亡
命
し
て
い
た
パ
リ
サ
イ
派
の
指
導

者
シ
メ
オ
ン
・
ベ
ン
・
シ
エ
タ
ハ
を
呼
び

戻
し
て
、
議
会
の
議
長
に
任
命
し
た
。
彼

が
定
め
た
法
規
の
中
で
、
そ
の
後
の
ユ
ダ

ヤ
人
共
同
体
の
発
展
に
最
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
も
の
は

「義
務
教
育
制
度
」

で
あ
つ
た
。
そ
れ
ま
で
子
供
の
教
育
は
両

親
の
責
任
で
あ
っ
た
が
、
各
地
に
学
校
を

建
て
て
、
子
供
を
学
校
に
送
る
こ
と
を
両

親
に
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
は
教
育
が
民
族

の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
パ
リ
サ
イ
派
の
主

張
の
制
度
化
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
に
対
す
る
民
衆
の

抵
抗
運
動
が
日
増
し
に
激
し
く
な
っ
て

い
　
。
つ
た
時
代
に
パ
リ
サ
イ
派
の
指
導
者
た

ち
は
破
局
的
対
決
を
回
避
し
よ
う
と
努
め

た
が
、
熱
心
党
の
指
導
の
下
に
燃
え
上

が
つ
た
民
衆
の
熱
狂
的
好
戦
主
義
を
静
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大

反
乱
が
第

一
次
、
第
二
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に

拡
大
し
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
悲
劇
的
破
滅
に

よ
つ
て
終
結
し
た
の
ち
に
、
焦
上
の
中
か

ら
ユ
ダ
ヤ
民
族
宗
教
共
同
体
を
再
建
し
た

の
は
、
ヤ
ブ
ネ
に
集
ま
っ
た
パ
リ
サ
イ
派

の
賢
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

エルサレム神殿の破壊
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